



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































写真 1 貴州省黔東南龍里県龍山鎮の坐花場（2017 年春節） 
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（八七）潮瀬の 波折を見れば 遊びくる 鮪が鰭手に 妻立てり見ゆ 
一本に、潮瀬を以て水門を易ふ。 
鮪、答歌して曰さく、 
（八八）臣の子の 八重や韓垣 ゆるせとや御子  
太子歌ひて曰はく、 
（八九）大太刀を 垂れ佩き立ちて 抜かずとも 末果しても 會はむ
とぞ思ふ  
鮪臣、答歌して曰さく、 
（九〇）大君の 八重の組垣 懸かめども 汝を編ましじみ 懸かぬ組
垣  
太子歌ひて曰はく、 
（九一）臣の子の 八節の柴垣 下動み 地が震り来ば 破れむ柴垣 
一本に、八節の柴垣を以て八重韓垣に易ふ。 
太子、影媛に歌を贈りて曰はく、 
（九二）琴頭に 来居る影媛 玉ならば 我が欲る玉の 鰒白珠  
鮪臣、影媛が為に答歌して曰さく、 
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